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研究成果の概要（和文）：３年間で唐道宣の著作『集神州三宝感通録』のうち仏塔・仏舎利の霊

験を扱った巻上について現代語訳と詳細な注釈をほぼ完成させた。注釈は特に美術史の観点か

らおこない、付注項目は総計４４０にのぼった。また、抽出した問題点を更に追究した研究ノ

ート計１５編を得た。これらの成果は毎年度末に同人誌『奈良美術研究』誌上で公開し、総分

量は A4 版４６２頁に達した。これは、仏教初伝から初唐に至る間の舎利信仰史の基礎的研究

でもある。 

 

研究成果の概要（英文）：During the three years as the recipient of the Grants-in-Aid for 

Scientific Research, the recipient completed a modern-Japanese translation with thorough 

notes for most of the first volume of Ji shenzhou sanbao gantong lu, written by the Tang 

dynasty monk, Daoxuan. The topics of the notes, the total of which reached 440 entries, were 

selected especially with view to explore Art Historical issues. In addition, some of the topics 

were elaborated into 15 individual studies. The results have been published annually in NARA 

BIJUTSU – Journal of Nara Art Studies, and accumulated to the total of 462 A4 size pages. 

The project is also a fundamental research on the history of śarī worshipping in China, from 

the introduction of Buddhism to Early Tang.    
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１．研究開始当初の背景 

单山律師道宣の晩年の著作である『集神州
三宝感通録』は、中国へ仏教が伝来した後漢
時代から道宣が生きた初唐に至る約６００
年の間に、仏塔・仏舎利、仏像、寺院、経巻
など具体的な造形物の上に現われた種々の
霊異・霊験譚を集録したもので、仏教美術の
研究には欠かせない文献である。しかしなが
ら、従来は部分的に参照、引用されるにとど
まり、誤訳の多い『国訳一切経』護教部所収
本を除くと訳注もなされたことがなかった。
代表者は科研課題の開始前年から巻上の訳
注に着手し、一見虚誕な伝奇的記事に対する
美術史資料としての読解の可能性に手応え
を得て、本研究を企画した。 

 

２．研究の目的 

 『集神州三宝感通録』を国内外で初めて現
代語訳するとともに、特に造形に関わる問題
を細かく拾い上げてでき得る限り深い注解
を試みることを目的とした。すなわち、律の
学匠であり屈指の仏教史家である道宣のこ
の霊験説話集の史料的性格を踏まえて読む
ことで、これが美術史の資料としてどれほど
に役立てることができるかを示すことを試
みたものである。また同時に、これらの記事
を採録变述した道宣の意図について、前時代
の单朝に対する位置付けや評価を軸に考察
した。 

 

３．研究の方法 

『大正新脩大藏經』巻５２所収テキストを底
本とし、大蔵経諸本、『続高僧伝』『廣弘明集』
など道宣自身の著作や法弟道世の『法苑珠
林』等を参考に文字を校勘し、現代語訳する。
注解は造形に関する事象は細大漏らさずこ
れを拾い、原則的に初出の固有名詞もすべて
を対象とした。特に美術史の観点から内容の
拡大的解説を施した。また、該当箇所から抽
出した美術史的課題について考察を深め、
「研究ノート」としてまとめた。これらの成
果は小まめに公開することで広く意見を聴
取し随時改訂を加えるべく、毎年度末に同人
誌『奈良美術研究』に「美術史料として読む
『集神州三宝感通録』―釈読と研究―」と題
して掲載し、国内外の関連分野の研究者・研
究機関に配布した。なお、研究協力者として
３年間で２１名の大学院生の協力を得た。 

 
４．研究成果 

 『集神州三宝感通録』巻上の内容構成は、
阿育王塔篇、舎利感通篇、仁寿舎利塔篇から
なる。３年間で巻上の冒頭から仁寿舎利塔篇
の前半まで（『大正新脩大藏經』巻５２、４
０４頁ａ～４１１頁ｃ）の訳注を完成させた。 
付注項目は総計４４０にのぼった。そのうち
の主立った事項を挙げると、仏骨と舎利との
語義の相違、舎利容器の入れ子形式、救苦寺
大像、扶風法門寺塔、三十年一開（舎利の開
帳の時期・作法・意義について）、燃指供養、
行道、塔内の像安置、舎利の放つ光明、法門
寺舎利の形状、仏頂骨の献上、地獄の情景、
廊廡、白馬寺、福感寺、心礎に舎利を安置す
る例、博山、四神、十二神王、神仏の姿を画
き写して彫像を作ること、塔を守護する龍、
鄭州超化寺、塔の立地、床、塔基の構造、細
腰、崑崙、懐州の妙楽寺、并州の浄明寺、楡
社の塔、誌公、高麗と高句麗の名称、土塔、
高句麗の木塔、儀相、日本の阿育王塔、益州
の空慧寺、七仏龕、玉華宮寺、一層磚塔、起
塔の理由、護塔善神、塔側の古窯、大興国寺、
相州の大慈寺、太子思惟像、釈迦の牙歯、髪
爪、目精、衣鉢瓶杖、坐処、漢法本内伝、踊
身高飛、周閭百間、騰光上踊作大蓮華、如来
の金剛骨、蕡獲、齋食と舎利の感得、八関齋、
神尼智仙、仁寿宮、神尼像などがある。 
また、抽出した問題点を更に追究した研究ノ
ート計１５編を得た。題目、執筆者（研究協
力者）は次のとおり。 
「アショーカ王施土説話の受容と造像の背
景」大島幸代、 
「劉薩訶伝と劉薩訶信仰について」村上佳濃、
「呉越国における鄮県阿育王塔信仰の諸相」
小野英二、 
「鄮県阿育王塔の形状に関する基礎的考察」
大島幸代、 
中国初期仏塔における露盤の存在意義につ
いて」友田真理、 
「『感通録』に見える中国の阿育王塔と舎利
の関係」清水紀枝、 
「唐代における仏足跡信仰の形態」徳泉さち、
「『宝篋印経記』にみる日本の阿育王塔信仰
受容の一断面」小野英二、 
「唐代における柏木の樹種と用途について」
神野祐太、 
「仏舎利の由緒について―主に中国隋唐代
の史料から―」大島幸代、 
「後白河院政期における「阿育王塔」の制作
について」清水紀枝、 
「護塔神について」大島幸代、 



「北周の尉遅迥と奉仏―拉梢寺摩崖大仏を
主として」稲葉秀朗、 
「唐高宗期扶風法門寺阿育王塔にみる仏塔
と仏像の関係」小野英二、 
「隋仁寿舎利塔研究序説」大島幸代・萬納恵
介。 
以上の成果は毎年度順次誌上で公開し（下の
発表論文等の項参照）、3年間で合計４６２頁
に及んだ。なお、訳注は巻中、巻下まで継続
的におこない、本資料全体に関する諸問題に
ついては別途論じていく予定である。 
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